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青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

広報
９月１５日

災害臨時号災害臨時号
９月１５日



広報はまだ：災害臨時号　　　 2

　

８
月
23
日
か
ら
の
記
録
的
豪
雨
に

よ
り
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昭
和
58
年
の
山
陰
豪
雨
災
害
か
ら

30
年
、
昭
和
63
年
の
災
害
か
ら
25
年

を
迎
え
た
今
年
、
８
月
の
観
測
史
上

最
大
と
な
る
記
録
的
な
豪
雨
が
浜
田

市
を
襲
い
ま
し
た
。
今
回
の
大
雨
で

は
、浜
田
市
全
域
に
被
害
が
わ
た
り
、

特
に
浜
田
自
治
区
東
部
、
金
城
自
治

区
、
旭
自
治
区
で
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
気
象
庁
は
、
８
月
30

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
特
別
警
報

（
数
十
年
に
一
度
の
重
大
な
災
害
の

危
険
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
警
報
）

に
匹
敵
す
る
も
の
と
発
表
し
て
い
ま

す
。

　

災
害
当
初
は
、
国
道
９
号
を
は
じ

め
、
多
く
の
県
道
・
市
道
が
土
砂
崩

壊
な
ど
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
り
、

一
時
的
に
被
災
地
が
孤
立
す
る
事
態

が
起
こ
り
、
停
電
や
ネ
ッ
ト
回
線
の

遮
断
の
影
響
に
よ
り
情
報
途
絶
の
状

況
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

主
要
河
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
治
水
対
策
の
お
陰
で
氾
濫

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

短
時
間
に
多
く
の
雨
が
降
っ
た
影
響

で
、
土
砂
災
害
に
よ
り
、
家
屋
や
道

路
、
農
地
な
ど
に
も
多
数
の
被
害
が

発
生
す
る
と
と
も
に
、
支
流
や
側
溝

が
溢
れ
多
く
の
浸
水
被
害
も
発
生
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
は
、
大
変
な
ご
心
労
と
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
初
期
に

お
け
る
、
県
警
や
消
防
、
消
防
団
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
活
動
に
よ

り
、人
的
被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
は
、

何
よ
り
も
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
国
・

県
の
職
員
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
・

団
体
の
皆
さ
ん
や
市
職
員
も
含
め

た
、
懸
命
の
努
力
に
よ
り
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
多
く
は
復
旧
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
交
通
機
関
を
含

め
た
完
全
復
興
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
被
災
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一

日
も
早
く
安
全
安
心
な
生
活
を
再
建

で
き
る
こ
と
を
願
い
、
市
役
所
本
庁

及
び
各
支
所
に
被
災
者
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
災
害
復
旧
支
援
、
生

活
支
援
、
各
種
減
免
な
ど
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
り
災
証
明
の
発
行
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
月
中
旬

に
は
、
金
城
支
所
に
災
害
復
興
室
を

開
設
し
、専
任
の
職
員
を
配
置
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
復

旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
生
活
が
一
日
も
早
く
再
建
で
き
る

よ
う
、
市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
、
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
田
市
長
　
宇
津
徹
男

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

　
　
　
　
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

被災現場を視察する溝口島根県知事と宇津浜田市長

総降水量　５１７．０ミリ
時間雨量　　７３．０ミリ

の記録的豪雨

＝８月の観測史上最大＝
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８
月
23
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て

西
日
本
を
ゆ
っ
く
り
南
下
し
た
前

線
に
向
か
っ
て
太
平
洋
高
気
圧
の

周
辺
部
を
暖
か
い
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
み
、
大
気
の
状
態
が
非
常

に
不
安
定
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
島
根
県
西
部
で
は
、

２４
日
明
け
方
か
ら
２５
日
に
か
け

て
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
２４
日
午

前
４
時
頃
か
ら
の
時
間
雨
量
が

７
３
・
０
ミ
リ
、
最
大
の
総
降
水

量
が
５
１
７
・
０
ミ
リ
の
記
録
的

災
害
対
策
本
部
の
設
置

浜
田
市
災
害
対
策
本
部

・
８
月
24
日
㈯　

午
前
６
時

（
金
城
・
旭
に
地
区
対
策
本
部

を
設
置
）

避
難
状
況

○
避
難
所
の
開
設
（
最
大
時
）

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区

16
か
所
・
61
世
帯
・
１
８
８
人

○
避
難
勧
告
・
避
難
準
備
情
報
の

発
令

避
難
勧
告

・
８
月
24
日
㈯　

午
前
６
時
５
分

上
府
町
府
中
橋
付
近
（
下
府
川

左
岸
が
決
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
）

・
８
月
24
日
㈯　

正
午

内
村
町
地
内
（
髻た

ぶ
さ
だ
に谷
川
で
土
石

流
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
）

避
難
準
備
情
報

・
８
月
24
日
㈯　

午
前
１
時
～
５

時
15
分　

計
７
件

浜
田
自
治
区
（
浜
田
・
石
見
・

長
浜
・
周
布
・
国
府
）

金
城
自
治
区
（
美
又
・
下
来
原
・

今
福
・
久
佐
）

旭
自
治
区
（
今
市
・
市
木
・
和

田
・
都
川
・
木
田
）

な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。

降
水
量

　

８
月
25
日
㈰
午
前
10
時
30
分
ま

で
の
48
時
間
降
水
量
（
各
地
区
最

大
雨
量
）

気
象
庁
雨
量
計

・
浜
田
（
大
辻
）　

３
８
２
ミ
リ

・
弥
栄
（
長
安
本
郷
）
１
９
４
ミ
リ

・
三
隅
（
三
隅
）　

２
３
１
ミ
リ

浜
田
市
雨
量
計

・
浜
田
（
長
見
）　

５
１
７
ミ
リ

・
浜
田
（
宇
野
）　

５
１
２
ミ
リ

・
金
城
（
雲
城
）　

４
９
１
ミ
リ

・
旭
（
山
ノ
内
）　

４
８
６
ミ
リ

緊
急
通
報（
１
１
９
番
）受
信
状
況

・
救
急　
　
　

15
件

・
救
助　
　
　

４
件

・
そ
の
ほ
か　

46
件

（
大
雨
に
関
す
る
相
談
・
報
告

が
37
件
。
う
ち
、
被
害
が
あ
る

も
の
16
件
）

（
平
成
25
年
９
月
４
日
現
在
）

道
路
通
行
止
め

○
市
道

浜
田
14
路
線
・
金
城
９
路
線

○
農
道

金
城
１
路
線

公
共
交
通
機
関
へ
の
影
響　

○
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

浜
田
～
益
田
間

　

列
車
の
運
転
を
再
開
し
て
い
ま

す
（
特
急
を
除
く
）。

江
津
～
浜
田
間

　

バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
（
普
通

列
車
の
時
刻
に
よ
る
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
三
江
線

江
津
～
浜
原
間

　

バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

被災状況（平成25年９月４日現在）　　　　　　　　（単位：件）

区分 全体 浜田 金城 旭 弥栄 三隅

人的被害 人的被害は、ありませんでした。

住
家
被
害

全壊 ３
（６)

２
（４）

０ １
（２）

０ ０

半壊 ６
（２）

６
（２）

０ ０ ０ ０

一部損壊 １2
（39）

６
（１６）

５
（１7）

１
（６）

０ ０

床上浸水 ３6
（80）

36
（80）

０ ０ ０ ０

床下浸水 198
（410）

155
（313）

15
（３４）

２7
（62）

０ １
（１）

非
住
家
被
害

全壊 ４ １ ３ ０ ０ ０

半壊 ０ ０ ０ ０ ０ ０

一部損壊 ７ ４ ３ ０ ０ ０

浸水 ６8 ６5 ２ １ ０ ０

土
木
関
係

道路 289 152 70 63 ４ ０

河川 107 ８０ 17 10 ０ ０

単独災害 562 ３４０ １２０ 72 18 12

宅地裏山崩壊 １0０ ６０ ３０ 10 ０ ０

農
林
関
係

林地崩壊 308 ９6 １1０ 99 １ ２

農地 368 １37 7０ 147 ６ ８

農道 113 ４０ 4０ 3０ ０ ３

林道 49 20 ５ 20 １ ３

農業用施設 155 44 30 77 ３ １

水道関係 断水による影響世帯　32世帯（７５人）

※　（　）内は、世帯員数

気
象
状
況

被
害
対
応

救
助
活
動

交
通
状
況



広報はまだ：災害臨時号　　　 4

決壊した護岸（下有福町）
　敬川の増水により決壊した護岸。氾濫した水は、水田を
流出させた。

崩落した道路（大金町）
　大雨により、道路の路肩が流出した。

崩落した道路（大金町）
　火の谷川の増水で、道路の路肩が完全に流出した。

増水した下府川
　水位が上昇している下府川。
（24日、午前６時30分頃）

崩落した道路（大金町）
　住宅前の道路が完全に崩落。崩落の影響は住宅の法面ま
で及んだ。

決壊した護岸（上府町）
　下府川の増水により決壊した護岸。

浜田自治区地内



5　　　広報はまだ：災害臨時号

浜田第二ダム
　建設中の浜田第二ダムが、貯水機能を発揮し、浜田川下
流の浸水被害を防止した。

増水した浜田川
　氾濫危険水位にせまり、氾濫の危険があった浜田川。
（24日、午前７時頃）

全壊した家屋（横山町）
　裏山の崩壊により、全壊した家屋。住民は避難して人的
被害はなかった。

法面崩壊（田橋町）
　法面の崩壊により道路を完全に塞ぐ土砂。

冠水により車両が水没
　田町のＪＲ線路下の市道（アンダーパス）が冠水し、車
両２台が水没。乗っていた人は避難して無事であった。

冠水した市役所前
　24日、午前７時頃の市役所前交差点。通行する車のタイ
ヤ半分くらいまで水位が達した。

浜田自治区地内



広報はまだ：災害臨時号　　　 6

水田の法面崩壊（金城町今福）
　大規模な土砂崩れによって、大量の土砂が稲刈り前の水
田に流入した。

道路を塞ぐ土砂（金城町久佐）
　法面の崩壊によって土砂が流出し、道路一面が覆われた。

崩落した道路（金城町追原）
　法面の崩壊により、道路が寸断された。

道路を塞ぐ落石（金城町宇津井）
　大量の落石により、通行不能となった道路。

道路を塞ぐ倒木（金城町追原）
　法面の崩壊による土砂や倒木で、道路が塞がれた。

増水した家古屋川
　美又温泉前の家古屋川。水位が増し、氾濫の危険があっ
た。

金城自治区地内



7　　　広報はまだ：災害臨時号

崩落した道路（旭町本郷）
　土石流と路肩決壊により、ガードレールが基礎ごと崩落
した。

山腹の崩壊（旭町木田）
　山腹の崩壊により、道路が完全に崩土で覆われた。

土砂で埋まった道路（旭町本郷）
　大規模な土石流により、大量の土砂が道路に流入。完全
に道を塞いだ。

道路を塞ぐ土砂（旭町木田）
　法面崩壊によって、道路を塞ぐ土砂。この土砂崩れで隣
接の空き家が倒壊した。

水路の越流（旭町今市）
　水路の氾濫により、家屋が浸水した。

全壊した家屋（旭町木田）
　裏山の崩壊により、全壊した家屋。住民は避難して人的
被害はなかった。

旭自治区地内



広報はまだ：災害臨時号　　　 8

水田の法面崩壊（三隅町芦谷）
　ため池の水が越流し、水田の法面を崩壊、土砂が水田に
流入した。

道路を塞ぐ土砂（三隅町岡見）
　谷間から土砂が流出し、道路に流入した。

路肩の崩落（弥栄町三里）
　路肩が崩れ、水路に土砂が流入した。

法面の崩壊（弥栄町木都賀）
　法面が崩落し、水路及び農地に流入した。

道路を塞ぐ土砂（弥栄町小坂）
　谷筋から土砂や立木が流出し、道路を塞いだ。

道路を塞ぐ土砂（三隅町井川）
　谷間から土砂が流出し、道路に流入した。

三隅自治区地内 弥栄自治区地内



9　　　広報はまだ：災害臨時号

募集

金融機関口座への振込

問い合わせ先
本庁総合調整室総合調整係（☎�９１００）

　被災住宅などの片付けボランティアを募集
しています。

活動内容　室内の掃除・屋外の掃除・家具な
どの移動・ごみ出し・泥の撤去　など
受付時間　午前８時45分から
活動時間　午前９時15分から午後４時（移動

時間を含む。）
集合場所　浜田市社会福祉協議会

（総合福祉センター内）
装備・持ち物
・ケガ防止のため長袖・長ズボン・長靴・帽

子・マスク（防塵のもの）・軍手・ゴム手袋・
タオル・着替え

※　昼食・飲料水は、事前に各自で準備して
ください。

※　ゴミや資材運搬のため、軽トラックや２
トントラックなどを持っている人は、ご協
力をお願いします。
問い合わせ先

浜田市社会福祉協議会内
浜田市災害ボランティアセンター
（☎０８０－２８８９－３５４２）

ボランティアの皆さんによって、床下に流入した泥
を取り除く作業

裏山の崩壊で流入した土砂を撤去するボランティア
の皆さん

　災害により被害に遭われた皆さまを支援する
ため、義援金の受付を行っています。
　皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いし
ます。

受付期間　10月31日㈭まで（平日の営業時間）
義援金の受付窓口
・市役所本庁３階総合調整室
・各支所自治振興課
募金箱の設置場所
・市役所本庁（１階・３階・東分庁舎）
・各支所
※　領収書が必要な場合は、義援金の受付窓口

にお越しください。

受付口座
銀行名 支店名 口座番号 口座名義人名

山陰合同銀行 浜田市役所
出張所

普通
3615015

浜田市災害義援金

島根銀行 浜田支店 普通
0329404

日本海信用金庫 本店営業部 普通
0442381

いわみ中央
農業協同組合 浜田支所 普通

0062853
ゆうちょ銀行 01220-5-80024
※　上記金融機関窓口からの振込手数料は不要です。
　（金融機関窓口でご確認ください。）

災害ボランティア
センター

豪雨災害の義援金を受け付けています
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災
害
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
が

全
壊
す
る
な
ど
生
活
基
盤
に
著
し

い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
支
援
金

を
支
給
し
、
生
活
の
再
建
を
支
援

し
ま
す
。

支
援
金
額

基
礎
支
援
金　
住
宅
の
被
災
程
度

に
応
じ
て
、
最
高
１
０
０
万
円

で
す
。

加
算
支
援
金　
住
宅
の
再
建
方
法

に
応
じ
て
、
最
高
２
０
０
万
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間

基
礎
支
援
金　
災
害
の
あ
っ
た
日

か
ら
13
か
月
の
間

加
算
支
援
金　
災
害
の
あ
っ
た
日

か
ら
37
か
月
の
間

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、
土
の
う
袋
な

ど
に
入
れ
て
排
出
さ
れ
た
災
害
土

砂
を
回
収
し
ま
す
。

※　

排
出
す
る
場
合
は
、
排
出
場

所
と
分
量
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
維
持
管
理
課
維
持
係

（
☎
�
９
６
２
１
）

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場

合
に
、
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

・
児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

災
害
の
復
旧
に
従
事
し
て
い
る

た
め
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
・
同
居
者
が
児
童
を
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合

保
育
の
期
間　
保
護
者
が
復
旧
作

業
に
従
事
す
る
間

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

　

被
災
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
世

帯
で
、こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
り
、

市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
料
の
減
免
、
国
民
年
金
保

険
料
の
全
額
免
除
の
い
ず
れ
か
を

受
け
た
人
に
、
学
校
で
必
要
な
学

用
品
費
・
給
食
費
な
ど
を
援
助
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
学
校
教
育
課
指
導
相
談
係

（
☎
�
９
７
１
１
）

　

被
災
者
を
対
象
に
電
話
に
よ
る

健
康
相
談
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※　

必
要
に
応
じ
て
訪
問
対
応
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

被
災
さ
れ
た
住
宅
に
対
し
て
、

無
料
で
消
毒
及
び
消
石
灰
を
配
布

し
ま
す
。

消
毒　
必
要
な
人
は
、
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。市
で
実
施
し
ま
す
。

消
石
灰　
必
要
数
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
散
布
は
各
自
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

災
害
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受

け
た
人
に
対
し
て
、
し
尿
の
く
み

取
り
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
者　
管
理
す
る
便
槽
に
雨
水

な
ど
が
流
入
し
た
人

※　

く
み
取
り
式
の
み
対
象
に
な

り
ま
す
。

補
助
金
額　
し
尿
の
く
み
取
り
に

要
す
る
費
用
相
当
額

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

災
害
に
よ
り
住
宅
に
隣
接
す
る

が
け
地
（
採
択
基
準
有
り
）
に
崩

壊
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
、
被
災
者
の
一
部
負
担
に

よ
り
、
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る

調
査
及
び
工
事
を
行
い
ま
す
。

自
己
負
担
額　
事
業
費
の
１
／
４ 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
設
整
備
課
土
木
係

（
☎
�
９
６
１
０
）

　

住
宅
が
被
災
し
、
当
面
の
居
住

場
所
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、
一

定
期
間
（
原
則
３
か
月
以
内
。
家

屋
が
全
壊
の
場
合
は
１
年
以
内
）、

無
料
で
公
営
住
宅
な
ど
を
提
供
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
営
住
宅
の
一
時
使
用
及
び
家
賃

の
全
額
免
除

本
庁
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

雇
用
促
進
住
宅
の
一
時
使
用
及
び

家
賃
の
全
額
免
除

本
庁
産
業
政
策
課
産
業
企
画
係

（
☎
�
９
５
０
０
）

教
職
員
住
宅
の
一
時
使
用
及
び
家

賃
の
全
額
免
除

各
支
所
教
育
分
室

就
学
援
助

消
毒
の
実
施
・
消
石
灰
の
配
布

し
尿
く
み
取
り
補
助
制
度

公
営
住
宅
な
ど
へ
の
一
時
入
居

保
育
所
の
入
所
・
一
時
保
育
な
ど

支
援
制
度
・
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

（
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

生
活
支
援
制
度

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

支
給

災
害
土
砂
の
収
集

子
育
て
支
援

復
旧
支
援
制
度

被
災
住
宅
に
関
す
る
支
援

浜
田
市
宅
地
自
然
災
害

防
止
事
業

健
康
相
談
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク



11　　　広報はまだ：災害臨時号

　このたびの災害で裏山の崩壊などによって、建物
の敷地内に堆積した土砂などを事業者に委託して除
去した場合に、その費用の一部を助成します。
○対象者　このたびの災害で被災した人
○申請者　土砂などの除去を受託した事業者

※　委託した人は、除去費用と助成額の差額を事
業者に支払います。

○助成金の支払い
　市は、助成額を受託事業者に支払います。

○助成額　土砂などの除去に要した費用の１／２以
内（上限額は30万円）

○問い合わせ先
本庁建設企画課建設庶務係（☎�９６００）
各支所建設課

　

浜
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
被
災
住
宅
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
室
内
の
掃
除
・
屋
外

の
掃
除
・
家
具
な
ど
の
移
動
・

ご
み
出
し
・
泥
の
撤
去　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

浜
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
‐
２
８
８

９
‐
３
５
４
２
）

　

住
宅
又
は
道
路
に
危
害
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
木
の
除
去

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者

危
険
木
の
所
有
者
又
は
管
理
者

補
助
金
額

　

除
去
費
用
の
１
／
２
以
内

※　

１
補
助
対
象
者
あ
た
り
の
限

度
額
は
３
万
円
で
す
（
自
己
労

務
費
は
含
み
ま
せ
ん
）。

※　

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
災
者
が
申
請
す
る
一
部
の
証

明
書
な
ど
の
交
付
手
数
料
を
全
額

免
除
し
ま
す
。

対
象
者　
災
害
に
よ
り
居
住
し
て

い
た
住
宅
の
全
壊
・
半
壊
、
床

上
・
床
下
浸
水
、
車
両
（
バ
イ

ク
を
含
む
。）
の
流
出
・
浸
水

の
被
害
を
受
け
た
人

※　

総
合
窓
口
関
係
証
明
に
つ
い

て
は
、浜
田
市
民
に
限
り
ま
す
。

免
除
と
な
る
期
間

12
月
27
日
㈮
ま
で

総
合
窓
口
関
係
証
明

免
除
内
容　
住
民
票
・
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
・
印
鑑
証
明
書

の
発
行
手
数
料

税
務
関
係
証
明

免
除
内
容　
所
得
課
税
証
明
・
営

業
証
明
・
資
産
証
明
・
住
宅
用

家
屋
証
明
・
閲
覧
（
土
地
台
帳
・

　

被
災
さ
れ
た
人
は
、
申
請
に
よ

り
税
や
保
険
料
な
ど
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
詳
細
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

減
免
対
象
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
税

国
民
健
康
保
険
料

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

固
定
資
産
税

本
庁
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
�
９
２
３
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

※　

対
象
危
険
木
と
住
宅
の
所
有

者
が
同
一
の
場
合
は
、
補
助
対

象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

家
屋
台
帳
・
公
図
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
包

括
支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

保
育
所
保
育
料

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

公
立
幼
稚
園
保
育
料

私
立
幼
稚
園
保
育
料
（
助
成
）

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

申
告
期
限
の
延
長

　

災
害
に
よ
り
決
算
が
確
定
せ
ず
、

確
定
申
告
書
を
提
出
で
き
な
い
法

人
は
、
法
人
市
民
税
の
申
告
期
限

の
延
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
手
続　
所
轄
税
務
署
に
、
法

人
税
の
申
告
期
限
延
長
の
特
例

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
部
免
除

　

災
害
に
よ
り
休
業
し
て
い
る
法

人
は
、
法
人
市
民
税
の
均
等
割
を

一
部
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
手
続　
本
庁
税
務
課
に
休
業

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

建物裏山崩壊土砂などの
除去費用を助成します

危
険
木
の
除
去

各
種
減
免
制
度

証
明
手
数
料
の
減
免

税
・
保
険
料
の
減
免

法
人
市
民
税
の
申
告
期
限
の

延
長
・
一
部
免
除
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被
災
さ
れ
た
人
は
、
申
請
に
よ

り
納
税
を
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

猶
予
期
間　
原
則
１
年
以
内

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

被
災
さ
れ
た
人
は
、
申
請
に
よ

り
入
院
療
養
に
か
か
る
一
部
負
担

金
を
免
除
又
は
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

　

各
種
減
免
や
保
険
金
の
請
求
な

ど
で
「
り
災
証
明
書
」
が
必
要
な

場
合
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
総
務
管
理
係

（
☎
�
９
１
１
０
）

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
） 

各
支
所
自
治
振
興
課

災害復興室の設置
　市では、このたびの豪雨災害の迅速な復旧を図
るため、金城支所内に災害復興室を設置します。

　このたびの災害で建物が全壊・半壊・一部破損・
床上浸水・床下浸水の被害を受けた場合に、水道料
金と下水道使用料を免除します。
○免除額
全壊・半壊・一部破損の被害家屋
　次回検針分の使用水量分の全額
床上浸水家屋
　使用水量10トン分
床下浸水家屋
　使用水量５トン分

○問い合わせ先
水道料金
　上下水道部管理課管理第一係（☎�９９０３）
下水道使用料
　上下水道部下水道課管理係（☎�９６４０）

　このたびの豪雨災害により、被害を受けた
皆さんからの相談窓口を設置しています。
窓口開設時間
　午前８時30分～午後５時

（土・日・祝日を除く。）
相談窓口・問い合わせ先

本庁総務課　　　　（☎�９１１０）
本庁安全安心推進課（☎�９１２２）
金城支所自治振興課（☎�１２３４）
旭支所自治振興課　（☎�１４３３）
弥栄支所自治振興課（☎�２１１１）
三隅支所自治振興課（☎�２８０１）

被災者総合相談窓口の設置

市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
保
料
な
ど
の
徴
収
猶
予

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
一
部
負
担
金
の
減
免

り
災
証
明
書
の
発
行

水道料金・下水道使用料の免除

そ
の
ほ
か


